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フリガナ ホリエ ミノル 

研究者 氏 名 堀江 稔 印 
（所属研究機関 国立大学法人滋賀医科大） 

 
平成２６年度厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患等政策研究事業（難治性疾患政策研究事業））に係る 

研究事業を完了したので次のとおり報告する。 
 
 
 

研究課題名（課題番号）：  遺伝性不整脈疾患の診断基準・重症度分類・診療ガイドライン等の作成に関す 
る研究 （H26-難治等(難)-一般-040） 

 
 
 

国庫補助金精算所要額 ：金 25,000,000 円也（うち間接経費 5,769,000 円） 
 
１．厚生労働科学研究費補助金研究報告書表紙 

 
（別添１のとおり） 

 

２．厚生労働科学研究費補助金研究報告書目次 （別添２のとおり）  

３．厚生労働科学研究費補助金総括研究報告書 （別添３のとおり）  

４．厚生労働科学研究費補助金分担研究報告書 （別添４のとおり）  

５．研究成果の刊行に関する一覧表 （別添５のとおり）  

６．研究成果による特許権等の知的財産権の出願・登録状況 
（総括研究報告書、分担研究報告書の中に、書式に従って記入すること。） 

 
７．健康危険情報 
・研究の結果、得られた成果の中で健康危険情報（国民の生命、健康に重大な影響を及ぼす情報として 厚
生労働省に報告すべきものがある場合や、研究過程において健康危険情報を把握した場合には、国民の 生
命、健康に重大な影響を及ぼすと考えられる内容と理由を簡潔に記入するとともに、その情報源（研究 成
果、研究者名、学会発表名、雑誌等の詳細）について記述すること。 
・既に厚生労働省に通報した健康危険情報であっても、本研究報告書の提出の時点において健康危険情報 
に該当すると判断されるものについては記述すること。 
・研究分担者、研究協力者の把握した情報・意見等についても研究代表者がとりまとめ、一括して総括 
研究報告書に記入すること。 
・なお、交付基準額等決定通知の添付文書において、健康危険情報を把握した際には、一定の書式で速や 
かに厚生労働省健康危機管理官まで通報していただくよう協力をお願いしているので、本件とともに留意 
すること。 



別添１  
厚生労働科学研究費補助金研究報告書表紙 

 
（作成上の留意事項） 研究報告書の表紙は、別紙１「研究報告書表紙レイアウト」を参考

に作成すること。 
 

別添２  
厚生労働科学研究費補助金研究報告書目次 

 
（作成上の留意事項） 研究報告書の目次は、別紙２「研究報告書目次レイアウト」を参考

に作成すること。 
 
 
別添３  

厚生労働科学研究費補助金総括研究報告書 
 
（作成上の留意事項） 総括研究報告書は、別紙３｢研究報告書レイアウト｣を参考

に作成すること。 
 

別添４  
厚生労働科学研究費補助金分担研究報告書 

 
（作成上の留意事項） 分担研究報告書は、別紙３「研究報告書レイアウト」を参考

に作成すること。 
 

別添５  
研究成果の刊行に関する一覧表 


